
(57)【要約】

【目的】断面径が異なる様々なタイプの処置具の先端部

の向きを、所望の方向に正確に向けることのできる内視

鏡の鉗子起上装置を提供する。

【構成】挿入部の先端部に、該挿入部内に挿通した処置

具挿通用チューブの先端が連通する鉗子起上台収納凹部

とこの収納凹部に連なる処置具突出穴を設け、上記鉗子

起上台収納凹部内に、上記チューブ内に挿通された処置

具に沿う載置面を有する鉗子起上台を枢着し、該鉗子起

上台を遠隔操作によりその回動軸を中心に回動させるこ

とで上記処置具の処置具突出穴からの突出方向を変化さ

せる内視鏡の鉗子起上装置において、上記鉗子起上台の

載置面に、上記回動軸側に位置する広幅係合溝と、自由

端部側に位置する、上記広幅係合溝に比べて幅が小さい

狭幅係合溝とを形成したことを特徴とする内視鏡の鉗子

起上装置。

【選択図】　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
挿 入 部 の 先 端 部 に 、 該 挿 入 部 内 に 挿 通 し た 処 置 具 挿 通 用 チ ュ ー ブ の 先 端 が 連 通 す る 鉗 子 起
上 台 収 納 凹 部 と こ の 収 納 凹 部 に 連 な る 処 置 具 突 出 穴 を 設 け 、 上 記 鉗 子 起 上 台 収 納 凹 部 内 に
、 上 記 チ ュ ー ブ 内 に 挿 通 さ れ た 処 置 具 に 沿 う 載 置 面 を 有 す る 鉗 子 起 上 台 を 枢 着 し 、 該 鉗 子
起 上 台 を 遠 隔 操 作 に よ り そ の 回 動 軸 を 中 心 に 回 動 さ せ る こ と で 上 記 処 置 具 の 処 置 具 突 出 穴
か ら の 突 出 方 向 を 変 化 さ せ る 内 視 鏡 の 鉗 子 起 上 装 置 に お い て 、
上 記 鉗 子 起 上 台 の 載 置 面 に 、 上 記 回 動 軸 側 に 位 置 す る 広 幅 係 合 溝 と 、 自 由 端 部 側 に 位 置 す
る 、 上 記 広 幅 係 合 溝 に 比 べ て 幅 が 小 さ い 狭 幅 係 合 溝 と を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡
の 鉗 子 起 上 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 の 鉗 子 起 上 装 置 に お い て 、 上 記 広 幅 係 合 溝 と 狭 幅 係 合 溝 の 回 動 軸 直
交 断 面 形 状 と そ の 深 さ は そ れ ぞ れ 、 該 広 幅 係 合 溝 と 狭 幅 係 合 溝 に 沿 う 処 置 具 の 方 向 が 互 い
に 異 な る よ う に 設 定 さ れ て い る 内 視 鏡 の 鉗 子 起 上 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 内 視 鏡 の 鉗 子 起 上 装 置 に お い て 、 広 幅 係 合 溝 の 上 記 回 動 軸 直 交 断 面 形 状 は
凹 円 弧 で あ り 、 狭 幅 係 合 溝 の 回 動 軸 直 交 断 面 形 状 は 直 線 で あ る 内 視 鏡 の 鉗 子 起 上 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 内 視 鏡 の 鉗 子 起 上 装 置 に お い て 、 狭 幅 係 合 溝 は 、
幅 方 向 断 面 が 凹 円 弧 形 状 を な し 、 上 記 広 幅 係 合 溝 よ り 高 さ 位 置 が 高 い 自 由 端 部 側 広 幅 係 合
溝 の 中 央 部 に 形 成 さ れ て い る 内 視 鏡 の 鉗 子 起 上 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 内 視 鏡 の 鉗 子 起 上 装 置 に お い て 、 上 記 広 幅 係 合 溝
と 狭 幅 係 合 溝 の 幅 方 向 の 断 面 形 状 が と も に 凹 円 弧 で あ る 内 視 鏡 の 鉗 子 起 上 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か １ 項 記 載 の 内 視 鏡 の 鉗 子 起 上 装 置 に お い て 、 上 記 内 視 鏡 が 、 上
記 処 置 具 突 出 穴 と 対 物 レ ン ズ 窓 が 、 上 記 挿 入 部 の 先 端 部 の 側 面 に 設 け ら れ た 側 視 型 内 視 鏡
で あ り 、 上 記 挿 入 部 の 先 端 部 に 、 上 記 鉗 子 起 上 台 に 、 該 鉗 子 起 上 台 を 起 こ し た 際 に 、 上 記
対 物 レ ン ズ 窓 の 視 野 を 遮 ら な い よ う に す る た め の 切 欠 部 が 形 成 さ れ て い る 内 視 鏡 の 鉗 子 起
上 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 内 視 鏡 の 鉗 子 起 上 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 技 術 及 び そ の 問 題 点 】
従 来 よ り 内 視 鏡 で は 、 挿 入 部 内 を 挿 通 さ せ た 処 置 具 を 、 挿 入 部 の 先 端 部 に 穿 設 し た 処 置 具
突 出 穴 か ら 突 出 可 能 と し 、 か つ 、 先 端 部 の 処 置 具 突 出 穴 付 近 に 回 動 自 在 な 鉗 子 起 上 を 設 け
て い る 。 鉗 子 起 上 の 挿 入 部 の 先 端 部 と 反 対 側 の 面 （ 以 下 、 載 置 面 と 呼 ぶ ） に は 、 鉗 子 起 上
の 軸 線 方 向 と 略 平 行 な 係 合 溝 が 形 成 さ れ て い る の で 、 処 置 具 突 出 穴 か ら 処 置 具 の 先 端 部 を
突 出 さ せ る と 、 処 置 具 の 先 端 部 が こ の 係 合 溝 に 係 合 す る 。
こ の 状 態 で 鉗 子 起 上 を 回 動 さ せ る と 、 鉗 子 起 上 の 係 合 溝 が 処 置 具 の 先 端 部 を 押 圧 し て 、 処
置 具 の 先 端 部 の 向 き を 変 え る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
と こ ろ で 、 処 置 具 に は 様 々 な 種 類 の も の が あ り 、 例 え ば 、 造 影 チ ュ ー ブ の よ う に 断 面 径 の
小 さ い も の や 、 ベ ビ ー ス コ ー プ の よ う に 断 面 径 の 大 き い も の 等 が あ る 。
し か し 、 上 記 係 合 溝 の 幅 を 、 断 面 径 の 小 さ い 処 置 具 に 合 わ せ て 小 さ く し て し ま う と 、 断 面
径 の 大 き い 処 置 具 を 係 合 溝 に 係 合 さ せ ら れ な く な っ て し ま う 。
そ の た め 、 載 置 面 に 係 合 溝 を 設 け る 場 合 に は 、 断 面 径 が 大 き い 処 置 具 に 合 わ せ て 、 そ の 幅
を 広 く 設 定 す る の が 通 常 で あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し 、 こ の よ う に 断 面 径 の 幅 を 広 く す る と 、 断 面 径 が 小 さ い 処 置 具 を 載 せ た と き に 、 処
置 具 が 係 合 溝 内 で が た つ い て し ま う た め 、 鉗 子 起 上 を 操 作 し て も 、 処 置 具 の 先 端 を 、 患 部
に 正 確 に 導 く の が 難 し く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ８ － ３ ２ ２ ７ ８ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 目 的 】
本 発 明 は 、 断 面 径 が 異 な る 様 々 な タ イ プ の 処 置 具 の 先 端 部 の 向 き を 、 所 望 の 方 向 に 正 確 に
向 け る こ と の で き る 内 視 鏡 の 鉗 子 起 上 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 概 要 】
本 発 明 の 内 視 鏡 の 鉗 子 起 上 装 置 は 、 挿 入 部 の 先 端 部 に 、 該 挿 入 部 内 に 挿 通 し た 処 置 具 挿 通
用 チ ュ ー ブ の 先 端 が 連 通 す る 鉗 子 起 上 台 収 納 凹 部 と こ の 収 納 凹 部 に 連 な る 処 置 具 突 出 穴 を
設 け 、 上 記 鉗 子 起 上 台 収 納 凹 部 内 に 、 上 記 チ ュ ー ブ 内 に 挿 通 さ れ た 処 置 具 に 沿 う 載 置 面 を
有 す る 鉗 子 起 上 台 を 枢 着 し 、 該 鉗 子 起 上 台 を 遠 隔 操 作 に よ り そ の 回 動 軸 を 中 心 に 回 動 さ せ
る こ と で 上 記 処 置 具 の 処 置 具 突 出 穴 か ら の 突 出 方 向 を 変 化 さ せ る 内 視 鏡 の 鉗 子 起 上 装 置 に
お い て 、 上 記 鉗 子 起 上 台 の 載 置 面 に 、 上 記 回 動 軸 側 に 位 置 す る 広 幅 係 合 溝 と 、 自 由 端 部 側
に 位 置 す る 、 上 記 広 幅 係 合 溝 に 比 べ て 幅 が 小 さ い 狭 幅 係 合 溝 と を 形 成 し た こ と を 特 徴 と し
て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
さ ら に 、 上 記 広 幅 係 合 溝 と 狭 幅 係 合 溝 の 回 動 軸 直 交 断 面 形 状 と そ の 深 さ は そ れ ぞ れ 、 該 広
幅 係 合 溝 と 狭 幅 係 合 溝 に 沿 う 処 置 具 の 方 向 が 互 い に 異 な る よ う に 設 定 す る の が 実 際 的 で あ
る 。
こ の 場 合 は 、 広 幅 係 合 溝 の 上 記 回 動 軸 直 交 断 面 形 状 は 凹 円 弧 で あ り 、 狭 幅 係 合 溝 の 回 動 軸
直 交 断 面 形 状 は 直 線 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
さ ら に 、 狭 幅 係 合 溝 は 、 幅 方 向 断 面 が 凹 円 弧 形 状 を な し 、 上 記 広 幅 係 合 溝 よ り 高 さ 位 置 が
高 い 自 由 端 部 側 広 幅 係 合 溝 の 中 央 部 に 形 成 さ れ て い る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
さ ら に 、 上 記 広 幅 係 合 溝 と 狭 幅 係 合 溝 の 幅 方 向 の 断 面 形 状 が と も に 凹 円 弧 で あ る の が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 内 視 鏡 が 、 上 記 処 置 具 突 出 穴 と 対 物 レ ン ズ 窓 が 、 上 記 挿 入 部 の 先 端 部 の 側 面 に 設 け ら
れ た 側 視 型 内 視 鏡 の 場 合 に は 、 上 記 挿 入 部 の 先 端 部 に 、 上 記 鉗 子 起 上 に 、 該 鉗 子 起 上 を 起
こ し た 際 に 、 上 記 対 物 レ ン ズ 窓 の 視 野 を 遮 ら な い よ う に す る た め の 切 欠 部 を 形 成 す る の が
好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
添 付 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 内 視 鏡 の 一 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
図 １ に 示 す 内 視 鏡 は 医 療 用 の 電 子 内 視 鏡 １ ０ で あ り 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 １ １ と そ
の 基 部 側 に 接 続 さ れ た 操 作 部 １ ２ を 有 し て い る 。 挿 入 部 １ １ は 、 先 端 側 か ら 順 に 先 端 部 １
３ 、 湾 曲 部 １ ４ 及 び 可 撓 管 部 １ ５ を 有 し て お り 、 さ ら に 可 撓 管 部 １ ５ が 連 結 部 １ ６ を 介 し
て 操 作 部 １ ２ に 接 続 し て い る 。 操 作 部 １ ２ か ら は ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ １ ７ が 延 設 さ れ て
お り 、 該 ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ １ ７ の 末 端 に 設 け た コ ネ ク タ 部 １ ８ は 、 内 視 鏡 本 体 と は 別
体 の プ ロ セ ッ サ （ 図 示 略 ） に 接 続 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
挿 入 部 １ １ の う ち 、 可 撓 管 部 １ ５ は 柔 軟 で 可 撓 性 を 有 し て い る 。 ま た 、 湾 曲 部 １ ４ 内 に は
、 相 対 回 動 可 能 に 連 結 さ れ た 複 数 の 節 輪 １ ９ （ 図 ３ 参 照 、 図 ３ で は 一 つ の み 図 示 ） が 、 そ
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の 長 手 方 向 に 並 べ て 設 け ら れ て い る 。 操 作 部 １ ２ に 設 け た 湾 曲 操 作 ノ ブ ２ ０ を 回 動 操 作 す
る と 、 複 数 の 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ Ｗ １ が 牽 引 ま た は 弛 緩 さ れ 、 複 数 の 節 輪 １ ９ が 相 対 回 動 し 、
そ の 結 果 、 湾 曲 部 １ ４ が 上 下 及 び 左 右 に 湾 曲 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 １ ０ は 、 ス テ ン レ ス 鋼 等 の 硬 質 材 料 か ら 構 成 さ れ た 先 端 部 １ ３ の
一 側 部 に 側 方 切 欠 部 ２ １ を 凹 設 し た 側 視 型 内 視 鏡 で あ る 。 こ の 側 方 切 欠 部 ２ １ の 平 面 部 ２
１ ａ に は 、 配 光 レ ン ズ 保 持 孔 ２ ２ と 対 物 レ ン ズ 窓 保 持 孔 ２ ３ が 設 け ら れ て お り 、 さ ら に 、
平 面 部 ２ １ ａ に は 、 前 後 方 向 を 向 く 鉗 子 起 上 台 収 納 凹 部 ２ ４ が 凹 設 さ れ て い る 。 さ ら に 、
先 端 部 １ ３ の 外 周 面 に は 、 側 方 切 欠 部 ２ １ の 直 後 に 位 置 す る 、 環 状 の 係 合 溝 ２ ５ が 設 け ら
れ て い る 。 ま た 、 側 方 切 欠 部 ２ １ の 後 端 部 に は 、 鉗 子 起 上 台 収 納 凹 部 ２ ４ の 直 後 に 位 置 す
る 、 側 面 視 略 Ｌ 字 形 を な す 係 合 凹 部 ２ １ ｂ が 凹 設 さ れ て い る 。 さ ら に 、 先 端 部 １ ３ に は 、
係 合 凹 部 ２ １ ｂ の 直 後 に 位 置 す る 段 部 １ ３ ａ が 形 成 し て あ り 、 段 部 １ ３ ａ の 前 端 部 に は 、
送 気 送 水 連 通 用 凹 部 １ ３ ｂ が 凹 設 さ れ て い る 。 こ の 送 気 送 水 連 通 用 凹 部 １ ３ ｂ の 後 面 に は
、 送 気 孔 ２ ６ と 送 水 孔 ２ ７ と が 穿 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 先 端 部 １ ３ の 先 端 の 左 右 方 向 （ 図 ２ の 上 下 方 向 ） の 略 中 央 部 に は 、 鉗
子 起 上 台 収 納 凹 部 ２ ４ の 先 端 を 塞 ぐ 、 上 下 方 向 を 向 く ブ リ ッ ジ ２ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 こ
の ブ リ ッ ジ ２ ８ の 各 稜 線 部 は 全 て 面 取 り さ れ て お り 、 万 一 、 ブ リ ッ ジ ２ ８ が 直 接 、 体 内 の
粘 膜 に 接 触 し て も 、 粘 膜 を 傷 付 け な い よ う に し て い る 。
さ ら に 、 先 端 部 １ ３ の 下 面 、 及 び 側 方 切 欠 部 ２ １ と 反 対 側 の 側 面 の 一 部 を 切 り 落 と す こ と
に よ り 、 各 面 に 嵌 合 凹 部 ２ ９ 、 ３ ０ を 形 成 し て あ り 、 ま た 、 先 端 部 １ ３ の 上 面 に は 、 断 面
視 略 円 弧 状 の 開 口 部 ３ １ が 穿 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
平 面 部 ２ １ ａ の 配 光 レ ン ズ 保 持 孔 ２ ２ に は 、 配 光 レ ン ズ Ｌ １ が 嵌 合 固 定 さ れ て お り 、 対 物
レ ン ズ 窓 保 持 孔 ２ ３ に は 対 物 レ ン ズ 窓 Ｌ ２ が 嵌 合 固 定 さ れ て い る 。 さ ら に 、 図 示 は 省 略 し
た が 、 先 端 部 １ ３ 内 に は 、 対 物 レ ン ズ 窓 保 持 孔 ２ ３ か ら 後 方 に 向 か っ て 延 出 す る 第 １ 内 部
通 路 が 形 成 さ れ て お り 、 第 １ 内 部 通 路 に は 、 結 像 レ ン ズ と 、 結 像 レ ン ズ Ｌ ３ の 直 後 に 位 置
す る Ｃ Ｃ Ｄ と が 配 設 さ れ て お り 、 Ｃ Ｃ Ｄ か ら は 後 方 に 向 か っ て 画 像 信 号 用 ケ ー ブ ル が 延 び
て お り 、 こ の 画 像 信 号 用 ケ ー ブ ル の 後 端 部 は 、 挿 入 部 １ １ と 操 作 部 １ ２ の 内 部 を 通 っ て 、
ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ １ ７ の コ ネ ク タ 部 １ ８ ま で 達 し て い る 。 こ の た め 、 観 察 対 象 か ら の
反 射 光 が 対 物 レ ン ズ 窓 Ｌ ２ を 通 っ て 結 像 レ ン ズ に 達 す る と 、 結 像 レ ン ズ に よ り Ｃ Ｃ Ｄ の 撮
像 面 に 観 察 像 が 結 像 し 、 こ の 観 察 像 を 画 像 信 号 用 ケ ー ブ ル が 、 電 子 画 像 信 号 と し て プ ロ セ
ッ サ の 画 像 処 理 装 置 に 送 る 。 プ ロ セ ッ サ で は 、 電 子 画 像 を 、 モ ニ タ に 表 示 し た り 画 像 記 録
媒 体 に 記 録 す る こ と が で き る 。 操 作 部 １ ２ に は 、 画 像 処 理 関 連 の 遠 隔 操 作 を 行 う た め の 複
数 の リ モ ー ト 操 作 ボ タ ン ス イ ッ チ ３ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
さ ら に 、 図 示 は 省 略 し た が 、 先 端 部 １ ３ 内 に は 、 配 光 レ ン ズ 保 持 孔 ２ ２ か ら 後 方 に 向 か っ
て 延 出 す る 第 ２ 内 部 通 路 が 形 成 さ れ て お り 、 第 ２ 内 部 通 路 に は 、 ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ １
７ の コ ネ ク タ 部 １ ８ か ら 挿 入 部 １ １ の 先 端 部 １ ３ ま で 配 設 さ れ た ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ
ン ド ル の 先 端 部 が 挿 入 さ れ て い る 。 こ の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル の 先 端 面 で あ る 入
射 端 面 が 配 光 レ ン ズ Ｌ １ の 裏 面 と 対 向 し て お り 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル を 介 し て
、 プ ロ セ ッ サ 内 部 の 光 源 か ら の 照 明 光 が 配 光 レ ン ズ Ｌ １ に 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 操 作 部 １ ２ に 設 け た 送 気 送 水 ボ タ ン ３ ３ の 上 面 に は 図 示 し な い 孔 が 穿 設 さ れ て お り
、 こ の 孔 を 術 者 が 指 で 塞 ぐ と 、 コ ネ ク タ 部 １ ８ に 接 続 す る 送 気 源 の 正 圧 が 電 子 内 視 鏡 １ ０
内 に 配 設 さ れ た 送 気 チ ュ ー ブ ３ ４ に 作 用 し て 、 該 送 気 チ ュ ー ブ ３ ４ の 出 口 へ 空 気 が 送 ら れ
る 。 送 気 チ ュ ー ブ ３ ４ の 出 口 側 端 部 は 送 気 孔 ２ ６ に 接 続 し て い る の で 、 送 気 チ ュ ー ブ ３ ４
に 空 気 が 送 ら れ る と 、 送 気 孔 ２ ６ か ら 空 気 が 噴 射 す る 。
ま た 、 術 者 が 指 で 孔 を 塞 い だ ま ま 気 送 水 ボ タ ン ３ ３ を 押 し 込 む と 、 コ ネ ク タ 部 １ ８ に 接 続
す る 送 水 源 と 電 子 内 視 鏡 １ ０ 内 に 設 け た 送 水 チ ュ ー ブ ３ ５ と が 連 通 し 、 該 送 水 チ ュ ー ブ ３
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５ 内 に 送 水 さ れ る 。 先 端 部 １ ３ に 位 置 す る 送 水 チ ュ ー ブ ３ ５ の 出 口 側 端 部 は 、 前 述 の 送 水
孔 ２ ７ に 接 続 し て い る の で 、 送 水 チ ュ ー ブ ３ ５ に 送 ら れ た 洗 浄 水 な ど の 液 体 は 、 送 水 孔 ２
７ か ら 噴 射 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 連 結 部 １ ６ に は 、 造 影 チ ュ ー ブ Ｓ １ や ベ ビ ー ス コ ー プ Ｓ ２ の よ う な 処
置 具 （ 図 ５ 及 び 図 ６ 参 照 ） を 挿 入 す る た め の 処 置 具 挿 入 口 突 起 ３ ６ が 設 け ら れ て お り 、 該
処 置 具 挿 入 口 突 起 ３ ６ か ら 電 子 内 視 鏡 １ ０ 内 方 に 向 け て 、 処 置 具 挿 通 用 チ ュ ー ブ ３ ７ （ 図
３ 参 照 ） が 延 設 さ れ て い る 。 処 置 具 挿 通 用 チ ュ ー ブ ３ ７ の 先 端 は 、 鉗 子 起 上 台 収 納 凹 部 ２
４ の 後 端 部 に 穿 設 さ れ た 処 置 具 突 出 穴 ２ ４ ａ に 接 続 し て お り 、 処 置 具 挿 入 口 突 起 ３ ６ か ら
挿 入 さ れ た 処 置 具 を 、 処 置 具 突 出 穴 ２ ４ ａ か ら 突 出 可 能 と し て い る 。 な お 、 処 置 具 挿 入 口
突 起 ３ ６ の 開 口 部 は 、 ゴ ム 製 の キ ャ ッ プ ３ ８ に よ り 塞 が れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 処 置 具 挿 通 用 チ ュ ー ブ ３ ７ の 中 間 部 に は 吸 引 チ ュ ー ブ （ 図 示 略 ） が 接 続 し て お り 、
こ の 吸 引 チ ュ ー ブ の 後 端 は コ ネ ク タ 部 １ ８ ま で 達 し て お り 、 コ ネ ク タ 部 １ ８ を 介 し て 、 電
子 内 視 鏡 １ ０ の 外 部 に 設 け た 負 圧 源 （ 図 示 略 ） に 接 続 し て い る 。 よ っ て 、 処 置 具 挿 通 用 チ
ュ ー ブ ３ ７ に 対 し て は 、 処 置 具 挿 入 口 突 起 ３ ６ を 介 し て 処 置 具 を 挿 入 す る こ と と 、 吸 引 チ
ュ ー ブ を 介 し て 負 圧 源 か ら 負 圧 を か け る こ と が 可 能 で あ る 。 処 置 具 挿 通 用 チ ュ ー ブ ３ ７ を
吸 引 用 の 管 路 と し て 使 用 す る と き に は 、 操 作 部 １ ２ に 設 け た 吸 引 ボ タ ン ３ ８ を 押 圧 す る 。
す る と 、 負 圧 源 側 の 管 路 と 吸 引 チ ュ ー ブ が 連 通 さ れ て 、 負 圧 が 処 置 具 挿 通 用 チ ュ ー ブ ３ ７
に 作 用 し 、 処 置 具 突 出 穴 ２ ４ ａ か ら 体 液 等 の 流 体 を 吸 引 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
さ ら に 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 先 端 部 １ ３ の 内 部 に は 上 下 方 向 の 軸 回 り に 回 転 自 在
で 、 そ の 断 面 が ８ 角 形 状 を な す 回 動 軸 ３ ９ が 配 設 さ れ て お り 、 こ の 回 動 軸 ３ ９ の 一 端 に は
、 挿 入 部 １ １ の 内 部 を 挿 通 す る と と も に 、 そ の 外 周 面 に ガ イ ド コ イ ル ４ ０ が 巻 回 さ れ た 操
作 ワ イ ヤ Ｗ ２ の 先 端 が 連 係 し て い る 。 さ ら に 、 操 作 ワ イ ヤ Ｗ ２ の 後 端 は 、 操 作 部 １ ２ に 設
け ら れ た 鉗 子 起 上 操 作 レ バ ー （ 図 示 略 ） に 連 係 し て い る 。 鉗 子 起 上 台 収 納 凹 部 ２ ４ に は 、
鉗 子 起 上 台 ４ １ が 配 設 さ れ て お り 、 そ の 基 端 部 に 形 成 さ れ た 取 付 孔 ４ １ ａ に 回 動 軸 ３ ９ の
他 端 部 が 嵌 合 し て い る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 鉗 子 起 上 台 ４ １ の 内 部 に は 、 一 端 が 取 付 孔 ４
１ ａ に ま で 達 す る 貫 通 孔 ４ １ ｂ が 穿 設 さ れ て お り 、 貫 通 孔 ４ １ ｂ の 長 手 方 向 の 略 中 央 部 に
は 雌 ね じ 溝 ４ １ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 貫 通 孔 ４ １ ｂ の 取 付 孔 ４ １ ａ 側 の 端 部 に は 押 圧 ピ ン
４ ２ が 移 動 自 在 に 配 設 さ れ て お り 、 さ ら に 、 雌 ね じ 溝 ４ １ ｃ に は 調 整 ね じ ４ ３ が 螺 合 し て
い る 。 そ し て 、 調 整 ね じ ４ ３ を 回 転 さ せ て 、 調 整 ね じ ４ ３ を 回 動 軸 ３ ９ 側 に 移 動 さ せ 、 調
整 ね じ ４ ３ の 端 面 で 押 圧 ピ ン ４ ２ を 回 動 軸 ３ ９ 側 に 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 押 圧 ピ ン ４ ２
の 端 面 を 回 動 軸 ３ ９ の 平 面 状 の 側 面 に 押 圧 し 、 回 動 軸 ３ ９ と 鉗 子 起 上 台 ４ １ と を 固 定 し て
い る 。 な お 、 前 述 し た 開 口 部 ３ １ に 、 開 口 部 ３ １ と 略 同 形 状 の カ バ ー 部 材 Ｃ を 嵌 合 す る こ
と に よ り 、 回 動 軸 ３ ９ が 露 出 し な い よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
鉗 子 起 上 台 ４ １ は 、 鉗 子 起 上 レ バ ー が 非 作 動 位 置 に あ る と き は 、 鉗 子 起 上 台 収 納 凹 部 ２ ４
に 接 触 す る （ 寝 る ） 位 置 に あ る 。 鉗 子 起 上 操 作 レ バ ー を 作 動 位 置 に 向 け て 回 動 さ せ る と 、
回 動 軸 ３ ９ が 正 転 し 、 鉗 子 起 上 台 ４ １ が 鉗 子 起 上 台 収 納 凹 部 ２ ４ か ら 離 れ （ 起 き あ が り ）
、 さ ら に 、 鉗 子 起 上 操 作 レ バ ー を 非 作 動 位 置 に 戻 す と 、 回 動 軸 ３ ９ が 逆 転 し て 、 鉗 子 起 上
台 ４ １ は 鉗 子 起 上 用 凹 部 ２ ４ に 接 触 す る （ 寝 る ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ３ 乃 至 図 ６ に 詳 細 に 示 す よ う に 、 鉗 子 起 上 台 ４ １ の 鉗 子 起 上 台 収 納 凹 部 ２ ４ の 底 面 と 反
対 側 の 面 で あ る 載 置 面 ４ １ ｄ に は 、 そ の 回 動 軸 ３ ９ 側 に 、 長 手 方 向 と 直 交 す る 幅 方 向 の 寸
法 が 鉗 子 起 上 台 ４ １ と 略 同 一 の 広 幅 係 合 溝 ４ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 広 幅 係 合 溝 ４ ４ の
上 記 長 手 方 向 及 び 幅 方 向 の 断 面 形 状 は と も に 略 円 弧 状 を な し て い る 。
さ ら に 、 載 置 面 ４ １ ｄ の 自 由 端 部 に は 、 鉗 子 起 上 台 ４ １ の 長 手 方 向 の 断 面 視 （ 図 ３ の 状 態
で 視 た と き ） に お い て 、 そ の 軸 線 が 直 線 状 を な し 、 上 記 幅 方 向 の 断 面 形 状 が 略 円 弧 状 を な
す と と も に 、 そ の 幅 寸 法 が 広 幅 係 合 溝 ４ ４ と 略 同 一 の 自 由 端 部 側 広 幅 係 合 溝 ４ ５ が 形 成 さ
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れ て い る 。
さ ら に 、 自 由 端 部 側 広 幅 係 合 溝 ４ ５ の 幅 方 向 の 中 央 部 に は 、 自 由 端 部 側 広 幅 係 合 溝 ４ ５ よ
り 、 そ の 幅 寸 法 と 曲 率 半 径 が と も に 小 さ く 、 か つ 、 そ の 軸 線 が 自 由 端 部 側 広 幅 係 合 溝 ４ ５
と 平 行 な 狭 幅 係 合 溝 ４ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 こ の 狭 幅 係 合 溝 ４ ６ の 最 も 深 い 場 所 の
深 さ （ 最 深 寸 法 ） は 、 広 幅 係 合 溝 ４ ４ の 最 深 寸 法 よ り 浅 く 、 か つ 、 鉗 子 起 上 操 作 レ バ ー を
非 作 動 位 置 に 戻 し た 際 に 、 狭 幅 係 合 溝 ４ ６ は 広 幅 係 合 溝 ４ ４ よ り 高 い 所 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 鉗 子 起 上 台 ４ １ の 下 面 （ 配 光 レ ン ズ Ｌ １ 側 の 面 ） の 回
動 軸 ３ ９ 側 の 端 部 に は 、 鉗 子 起 上 台 ４ １ の 下 面 に 対 し て 約 ４ ５ ° の 角 度 を な す よ う に 切 り
欠 か れ た 切 欠 部 ４ １ ｅ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す キ ャ ッ プ ４ ７ は 、 挿 入 部 １ １ の 先 端 部 １ ３ に 被 せ る ゴ ム 製 の も の で あ
る 。 キ ャ ッ プ ４ ７ の 内 部 は 中 空 で あ り 、 そ の 後 面 は 開 口 し 、 さ ら に 、 一 方 の 側 面 に は 略 方
形 の 窓 孔 ４ ８ が 穿 設 さ れ て い る 。 さ ら に 、 キ ャ ッ プ ４ ７ の 内 周 面 に は 、 キ ャ ッ プ ４ ７ の 後
端 縁 か ら 前 方 に 離 間 す る 位 置 に 、 正 面 視 環 状 を な す と と も に 係 合 溝 ２ ５ に 弾 性 係 合 可 能 な
係 合 突 条 ４ ９ が 一 体 成 形 に よ り 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 キ ャ ッ プ ４ ７ の 内 周 面 の 窓 孔 ４ ８
側 の 側 部 に は 、 係 合 凹 部 ２ １ ｂ と 対 応 す る 形 状 の 突 部 ５ ０ が 設 け ら れ て お り （ 図 ３ 参 照 ）
、 こ の 突 部 ５ ０ に は 、 突 部 ５ ０ を 前 後 方 向 に 貫 通 す る と と も に 、 キ ャ ッ プ ４ ７ を 先 端 部 １
３ に 装 着 し た 際 に 、 そ の 後 端 開 口 部 が 送 気 送 水 連 通 用 凹 部 １ ３ ｂ と 連 通 す る ノ ズ ル 孔 ５ ０
ａ が 穿 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
さ ら に 、 キ ャ ッ プ ４ ７ の 内 周 面 に は 、 先 端 部 １ ３ へ の 装 着 時 に 、 先 端 部 １ ３ の 各 嵌 合 凹 部
２ ９ 、 ３ ０ と 弾 性 係 合 す る 回 り 止 め 突 起 ５ １ 、 ５ ２ が 一 体 成 形 に よ り 設 け ら れ て い る 。 ま
た 、 キ ャ ッ プ ４ ７ の 先 端 部 に は 、 窓 孔 ４ ８ と 連 通 す る と と も に 、 処 置 具 突 出 穴 ２ ４ ａ か ら
真 っ 直 ぐ に 突 出 し た 処 置 具 を 避 け る た め の 処 置 具 用 凹 部 ５ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の キ ャ ッ プ ４ ７ を 、 そ の 窓 孔 ４ ８ が 側 方 切 欠 部 ２ １ 側 を 向 く よ う に し て 先 端 部 １ ３ に 被
せ 、 そ の 係 合 突 条 ４ ９ を 係 合 溝 ２ ５ に 弾 性 係 合 さ せ る と と も に 、 係 合 凹 部 ２ １ ｂ に 突 部 ５
０ を 係 合 さ せ 、 か つ 、 各 回 り 止 め 突 起 ５ １ 、 ５ ２ を 対 応 す る 嵌 合 凹 部 ２ ９ 、 ３ ０ に 係 合 さ
せ る と 、 突 部 ５ ０ の 後 面 が 段 部 １ ３ ａ の 前 端 面 に 当 接 し 、 ノ ズ ル 孔 ５ ０ ａ の 後 端 開 口 部 が
送 気 送 水 連 通 用 凹 部 １ ３ ｂ と 連 通 す る 。 さ ら に 、 窓 孔 ４ ８ を 介 し て 配 光 レ ン ズ Ｌ １ 、 対 物
レ ン ズ 窓 Ｌ ２ 、 処 置 具 突 出 穴 ２ ４ ａ 、 及 び 鉗 子 起 上 台 ４ １ が 露 出 し 、 ノ ズ ル 孔 ５ ０ ａ の 先
端 開 口 が 対 物 レ ン ズ 窓 Ｌ ２ の 表 面 側 を 向 く 。 従 っ て 、 キ ャ ッ プ ４ ７ を 先 端 部 １ ３ に 被 せ た
状 態 で 、 送 気 孔 ２ ６ か ら 空 気 を 噴 射 さ せ る か 、 送 水 孔 ２ ７ か ら 洗 浄 水 な ど の 液 体 を 噴 射 す
る と 、 ノ ズ ル 孔 ５ １ か ら 噴 射 さ れ た 空 気 ま た は 液 体 に よ り 、 対 物 レ ン ズ 窓 Ｌ ２ の 表 面 が 洗
浄 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
次 に 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ に 処 置 具 を 挿 入 し て 処 置 具 突 出 穴 ２ ４ ａ か ら 先 端 部 を 突 出 さ せ て 、
鉗 子 起 上 台 ４ １ を 回 転 操 作 さ せ な が ら 、 処 置 具 の 先 端 部 の 向 き を 変 え る 要 領 に つ い て 説 明
す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま ず 、 主 に 図 ３ と 図 ５ を 用 い て 、 断 面 径 の 小 さ い 処 置 具 で あ る 造 影 チ ュ ー ブ Ｓ １ を 電 子 内
視 鏡 １ ０ の 内 部 に 挿 入 す る 場 合 の 操 作 要 領 に つ い て 説 明 す る 。
ま ず 、 鉗 子 起 上 操 作 レ バ ー は 操 作 せ ず に 、 処 置 具 挿 入 口 突 起 ３ ６ に 被 せ ら れ た キ ャ ッ プ ３
８ に 形 成 さ れ た ス リ ッ ト （ 図 示 略 ） か ら 、 造 影 チ ュ ー ブ Ｓ １ （ 図 ５ 参 照 ） を 処 置 具 挿 通 用
チ ュ ー ブ ３ ７ に 挿 通 し 、 造 影 チ ュ ー ブ Ｓ １ の 先 端 部 を 処 置 具 突 出 穴 ２ ４ ａ か ら 突 出 さ せ る
。 こ の 造 影 チ ュ ー ブ Ｓ １ の 断 面 の 曲 率 半 径 は 狭 幅 係 合 溝 ４ ６ の 曲 率 半 径 と ほ ぼ 同 一 な の で
、 図 ５ に 示 す よ う に 、 造 影 チ ュ ー ブ Ｓ １ の 先 端 部 が 、 鉗 子 起 上 台 ４ １ の 狭 幅 係 合 溝 ４ ６ に
密 接 状 態 で 係 合 し 、 こ の 状 態 で 鉗 子 起 上 操 作 レ バ ー を 作 動 位 置 側 に 回 動 さ せ る と 、 図 ３ の
仮 想 線 に 示 す よ う に 鉗 子 起 上 台 ４ １ が 起 き 上 が り 、 造 影 チ ュ ー ブ Ｓ １ の 先 端 部 が 、 先 端 部
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１ ３ の 軸 線 に 対 し て 向 き を 変 え る （ 図 ３ で は 造 影 チ ュ ー ブ Ｓ １ の 図 示 は 省 略 ） 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
次 に 、 主 に 図 ３ 及 び 図 ６ を 用 い て 、 断 面 径 の 大 き い 処 置 具 で あ る ベ ビ ー ス コ ー プ Ｓ ２ を 電
子 内 視 鏡 １ ０ の 内 部 に 挿 入 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
こ の 場 合 も 、 鉗 子 起 上 操 作 レ バ ー を 操 作 せ ず に 、 ベ ビ ー ス コ ー プ Ｓ ２ の 先 端 部 を 処 置 具 突
出 穴 ２ ４ ａ か ら 突 出 さ せ 、 そ の 先 端 部 を 広 幅 係 合 溝 ４ ４ に 載 せ る （ 図 示 略 ） 。 ベ ビ ー ス コ
ー プ Ｓ ２ の 断 面 の 曲 率 半 径 は 、 狭 幅 係 合 溝 ４ ６ よ り 大 き く 、 広 幅 係 合 溝 ４ ４ の 幅 方 向 の 曲
率 半 径 と ほ ぼ 同 一 な の で 、 ベ ビ ー ス コ ー プ Ｓ ２ の 先 端 部 は 、 狭 幅 係 合 溝 ４ ６ に は 係 合 せ ず
、 広 幅 係 合 溝 ４ ４ に 係 合 す る 。 そ し て 、 こ の 状 態 で 鉗 子 起 上 操 作 レ バ ー を 作 動 位 置 に 回 動
操 作 す る と 、 図 ３ の 仮 想 線 で 示 す よ う に 鉗 子 起 上 台 ４ １ が 起 き 上 が る 。 鉗 子 起 上 台 ４ １ が
、 図 ３ の 実 線 の 位 置 か ら 仮 想 線 の 位 置 ま で 移 動 す る と き 、 鉗 子 起 上 台 ４ １ の 起 立 角 度 が 所
定 角 度 に 達 す る ま で は 、 ベ ビ ー ス コ ー プ Ｓ ２ は 広 幅 係 合 溝 ４ ４ に の み 係 合 し 、 第 １ の 係 合
溝 ４ ４ に 押 さ れ る こ と に よ っ て 向 き が 変 え ら れ る が 、 鉗 子 起 上 台 ４ １ の 起 立 角 度 が 所 定 角
度 を 超 え る と 、 ベ ビ ー ス コ ー プ Ｓ ２ に 、 そ の 曲 率 半 径 が ベ ビ ー ス コ ー プ Ｓ ２ と 略 同 一 の 自
由 端 部 側 広 幅 係 合 溝 ４ ５ が 密 接 状 態 で 係 合 し （ 図 ６ 参 照 ） 、 自 由 端 部 側 広 幅 係 合 溝 ４ ５ に
よ っ て ベ ビ ー ス コ ー プ Ｓ ２ の 先 端 部 の 向 き が 変 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の よ う に 本 実 施 形 態 で は 、 鉗 子 起 上 台 ４ １ に 、 処 置 具 Ｓ １ 、 Ｓ ２ の 断 面 径 に 合 わ せ て 、
幅 寸 法 と 曲 率 半 径 の 異 な る 大 径 係 合 溝 ４ ４ 、 ４ ５ と 狭 幅 係 合 溝 ４ ６ と を 形 成 す る こ と に よ
り 、 ベ ビ ー ス コ ー プ Ｓ ２ の よ う に 断 面 径 の 大 き い 処 置 具 で あ っ て も 、 ま た 、 造 影 チ ュ ー ブ
Ｓ １ の よ う に 断 面 径 の 小 さ い 処 置 具 で あ っ て も 、 確 実 に い ず れ か の 溝 ４ ４ 、 ４ ５ 、 ４ ６ に
係 合 さ せ る こ と が で き る の で 、 処 置 具 Ｓ １ 、 Ｓ ２ の 先 端 を 患 部 に 正 確 に 導 く こ と が で き る
。
さ ら に 、 鉗 子 起 上 台 ４ １ に 切 欠 部 ４ １ ｅ を 形 成 し て あ る の で 、 鉗 子 起 上 台 ４ １ を 起 こ し た
と き で も 、 対 物 レ ン ズ 窓 Ｌ ２ は 、 こ の 切 欠 部 ４ １ ｅ を 通 し て 患 部 を 観 察 す る こ と が で き 、
鉗 子 起 上 台 ４ １ に よ っ て 対 物 レ ン ズ 窓 Ｌ ２ の 視 野 が 遮 ら れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 広 幅 係 合 溝 ４ ４ 、 自 由 端 部 側 広 幅 係 合 溝 ４ ５ 、 及 び 狭 幅 係 合 溝 ４
６ の 断 面 形 状 を 円 弧 状 と し た が 、 こ れ ら の 係 合 溝 ４ ４ 乃 至 ４ ６ の 断 面 形 状 を Ｖ 字 状 と す る
こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 断 面 径 が 異 な る 様 々 な タ イ プ の 処 置 具 の 先 端 部 の 向 き を 、 所 望 の 方 向 に
正 確 に 向 け る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 し た 電 子 内 視 鏡 の 一 実 施 形 態 を 示 す 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 挿 入 部 の 先 端 部 の 一 部 を 破 断 し た 拡 大 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の Ａ 点 、 Ｂ 点 、 Ｃ 点 、 及 び Ｄ 点 を 通 る Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 線 に 沿 う 拡 大 横 断 平 面
図 で あ る 。
【 図 ４ 】 鉗 子 起 上 の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 鉗 子 起 上 に 造 影 チ ュ ー ブ を 載 せ て 、 鉗 子 起 上 を 起 こ し た と き の 、 図 ３ の Ｖ － Ｖ 線
に 沿 う 鉗 子 起 上 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 鉗 子 起 上 に ベ ビ ー ス コ ー プ を 載 せ て 、 鉗 子 起 上 を 起 こ し た と き の 、 図 ５ と 同 様 の
断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 電 子 内 視 鏡 （ 内 視 鏡 ） （ 側 視 型 内 視 鏡 ）
１ １ 　 　 挿 入 部
１ ２ 　 　 操 作 部
１ ３ 　 　 先 端 部
１ ３ ａ 　 段 部
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１ ３ ｂ 　 送 気 送 水 連 通 用 凹 部
１ ４ 　 　 湾 曲 部
１ ５ 　 　 可 撓 管 部
１ ６ 　 　 連 結 部
１ ７ 　 　 ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ
１ ８ 　 　 コ ネ ク タ 部
１ ９ 　 　 節 輪
２ ０ 　 湾 曲 操 作 ノ ブ
２ １ 　 　 側 方 切 欠 部
２ １ ａ 　 平 面 部
２ １ ｂ 　 係 合 凹 部
２ ２ 　 　 配 光 レ ン ズ 保 持 孔
２ ３ 　 　 対 物 レ ン ズ 窓 保 持 孔
２ ４ 　 　 鉗 子 起 上 台 収 納 凹 部
２ ４ ａ 　 処 置 具 突 出 穴
２ ５ 　 　 係 合 溝
２ ６ 　 　 送 気 孔
２ ７ 　 　 送 水 孔
２ ８ 　 　 ブ リ ッ ジ
２ ９ 　 ３ ０ 　 嵌 合 凹 部
３ １ 　 　 開 口 部
３ ２ 　 　 リ モ ー ト 操 作 ボ タ ン ス イ ッ チ
３ ３ 　 　 送 気 送 水 ボ タ ン
３ ４ 　 　 送 気 チ ュ ー ブ
３ ５ 　 　 送 水 チ ュ ー ブ
３ ６ 　 　 処 置 具 挿 入 口 突 起
３ ７ 　 　 処 置 具 挿 通 用 チ ュ ー ブ
３ ８ 　 　 キ ャ ッ プ
３ ９ 　 　 回 動 軸
４ ０ 　 　 ガ イ ド コ イ ル
４ １ 　 　 鉗 子 起 上
４ １ ａ 　 取 付 孔
４ １ ｂ 　 貫 通 孔
４ １ ｃ 　 雌 ね じ 溝
４ １ ｄ 　 載 置 面
４ １ ｅ 　 切 欠 部
４ ２ 　 　 押 圧 ピ ン
４ ３ 　 　 調 整 ね じ
４ ４ 　 　 広 幅 係 合 溝
４ ５ 　 　 自 由 端 部 側 広 幅 係 合 溝
４ ６ 　 　 狭 幅 係 合 溝
４ ７ 　 　 キ ャ ッ プ
４ ８ 　 　 窓 孔
４ ９ 　 　 係 合 突 条
５ ０ 　 　 突 部
５ ０ ａ 　 ノ ズ ル 孔
５ １ 　 ５ ２ 　 回 り 止 め 突 起
５ ３ 　 　 処 置 具 用 凹 部
Ｃ 　 　 　 カ バ ー 部 材
Ｌ １ 　 　 配 光 レ ン ズ
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Ｌ ２ 　 　 対 物 レ ン ズ 窓
Ｌ ３ 　 　 結 像 レ ン ズ
Ｓ １ 　 　 造 影 チ ュ ー ブ （ 処 置 具 ）
Ｓ ２ 　 　 ベ ビ ー ス コ ー プ （ 処 置 具 ）
Ｗ １ 　 　 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ
Ｗ ２ 　 　 操 作 ワ イ ヤ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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[问题]提供一种用于内窥镜的钳子升高装置，该钳子升高装置能够在期望
的方向上精确地定向具有不同横截面直径的各种类型的治疗工具的远
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前端连通的钳子抬起基部容纳凹部和与该容纳凹部连续的处置器械凸出
孔。 具有沿插入到管中的治疗仪器延伸的安装表面的钳子升高基座可枢
转地安装在其中，并且钳子升高基座可远程操作以绕其旋转轴旋转以提
供治疗器械。 在改变从处理工具突出孔突出的方向的内窥镜用镊子升高
装置中，位于镊子升高基座的安装表面上的旋转轴侧和自由端侧的宽的
接合槽。 内窥镜用钳子上升装置的宽度小于宽度较窄的接合槽的宽度
窄。 [选择图]图4
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